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「漂泊する家族」
The Vagabond Family 
一一水商売でアルバイトする女子学生から家族を辿る一一
The Japanese Family Through the Eyes of Female College Students 
Engaged in “Water Business"(Mizu shobai) 
共同研究員岡本晴行
1.はじめに
大学や専門学校で学ぶ期間が[モラトリアムj と位置づけられて随分と時間が経過した。
その問、私たちの属する家族や社会も大き〈変貌して求た。少子化・高齢化の進行は依然
として続いており、晩婚ィιゃ ~t婚ィιはもはや認知されてしまった惑がある。同じように、
学生達をめぐる意識や環境にも大きな変革の波が押し寄せて未ていると言えるのではない
だろうか。
家族の中で、とりわけ子供を取り巻〈環境は大きく様変わりしようとしている。少子仏
の進行に伴い、一人っ子が多(な句、かかる期待も益々大きくなって求たと言えるだろう。
その反面、見返りとしての自由度も大きくなり、もはや親の力量を逢かに凌駕している。
かつて、家族や地成社会に形成されていた規律や社会的制約といった諸規範から解放され、
多くの事象を自由自在に操作できる現在の状況は、 「身勝手j や「我が偉J等を自覚すら
できない若者を創り出しているのではないだろうか。
'80年代後半になり、 「パーティー・コンパニ
オン j という名の新しい水商売のジャンルが出現
し、多くの女子学生達がアルバイトを始めたこと
はま己'憶に新しい。また、最近になって「水商売で
アルバイトをしているJという話を聞く機会が著
しく増加している。大学や専門学校において、
[好ましくないアルバイト j として水商売が挙げ
られているのは周知の事実であろう。まえ、求人
情報誌では水商売、とくに風俗に関する広告の掲
載を差し控えるところが多くあった。ところがこ
こ数年、風俗専門の情報誌や夕刊紙が相次いで発
刊されている。一方、学生i主の対応は柔軟かつ実
利的であり、有効なアルバイトとして常に上位にランキングされている。一昔前なら嫌悪
されていた水商売も、テレビを始め多くの媒体で取り上げ‘られる機会が増え、抵抗惑を薄
め、市民権を得ょうとさえしている。バブル崩壊に伴う長期にわたる景気の低迷は学生達
の経済状況を悪化させ、ますます7](商売へと傾斜して行〈度合L、を強めようとしているよ
うに見える。
水商売でアルバイトする女子学生の意識を知る
ことは、彼女たちを取り巻く環境のほんの一部を
垣間見fこことにしかならないことは充分に承知し
ている。しかし、そこにはj皮女たちが創出するで
あろう新世紀の家族像を解説するヒントが隠され
ている可能性が内包されているのではないだろう
か。今回の発表において、僅かな調査資料から女
子学生の意識や家族のあり方を考察することの危
うさは十分に承知しているが、一つの参考資料に
していただければ幸L、である。また、本稿におい
て使用する単語で、水商売は一般的に理解されて
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いる意味であるが、 「水商売j と限定する場合は極めて狭義であり「トップ・アメリカ
ンJという調査当該庖の名称、やシステムと多くの部分で同義であることを断っておきた ¥'¥0
2調査の概要と就業形態
1998年10月2日から1998年1月15日にかけ、週末の金・土・日曜日を利用し、当該場所にお
いて第一回目のアンケート及び面接調査をおこなった。なお、調査を円滑におこない、並
びに彼女fこちの実体をより正確に把握するため、 1998年4月初旬より当該庖において参与観
察の手法に則り、マネージャー補佐として継続的に
庖を手伝い、調査時期の好機を待つことにした。同
広前や深夜から早朝になる帰宅時の送り時間を利用
し、恋愛や悩み事からレポートの書き方まで相談に
乗ることにより、コミュニケーションを充実させる
ことを念頭に良好な信頼関係を築くことに努力を傾
j主した。
調査場所は、京都の代表的な盛り場である三条河
原町下ルに所在する「トップ・アメリカンj という
名称、の10人以上がヘ庖可能な大型ノ〈プ・ラウンジ
である。接客形態は、カウンターの内側に女子、外
側に客が座る対面形式となっている。在籍している
女子は10人を超えていたが、調査対象者を学籍を有する女子大生と専門学校生に限定した
ため、 10月1日付けで益録している女子大生70人、専門学校生12人、合計82人となった。し
かし、今回の調査ではアンケート調査終了後、補充調査として面接調査を実施したため、
3.被調査者の属性
いたずらに時間が浪費され、全ての被調査者と会う
ことができなかった。最終的に女子大生61人、専門
学校生6人、合計67人の集計となっている。
彼女たちの就業形態は、パニーガールと、ボディ
ーコンシャスなワンピース姿のウエイトレスという
二種類のカテゴリーに分かれている。営業時間は、
平日及び日曜日は午後7時~午前2時、金・土曜日及
び祝前日は午後7時~午前4時となっており、常時約
40人の出勤をみている。
尚、第二回目の調査を1999年1月に実施したが、
堤在集計処理中である。
被調査者67人の本籍地は、京都府、大阪府、滋賀県をはじめ25都道府県にわたっている。
国主をはじめ、公主・キム主と京都周辺の大学及び短期大学を網羅している。
実家の家族形態は、核家族的世帯が51件 77.3%、直系家族的世帯15件 2.7%であり、 8
人 11.9%が母子家庭となっている。
勤務時の服装についての区別は、パニーガールが34人 50.7%、ワンピース3人 49.2%で
構成されている。
現住所での居住形態は、実家で「親と一緒に住んでいる j ものが23人 34.3%、 「親えを
離れ下宿している j が4名 65.6%となっている。下宿している場合の様態は、 「一人暮
らしj をしている37人、 「友人と一緒に住んでいるJ6人、 「親戚の家に間借りをしてい
るJ1人となって¥，¥ .;。
親戚の家に間借りをしているl人を除いて、下宿している「一人暮らし j 及び「友人との
共同生活Jの両者43人の内訳は、 「ワンルーム・マンションJが28人 65.1%と最も多〈、
「ワンルーム以外のマンション」も合計9人 20.9%を数えた。 rアパート J暮らいま5人
と少な L、。
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一人で住む
ワンルーム・マンション I 26 : 60.5 
ワンルーム以外のマンション I~~~~~~Ijf~
アパート I 5 : 11.6 
一軒家 I 1 : --2.3
37人
1人は含んでいない*親戚の家に間借りをしている
4収入とその使い道
彼女たちの給与体系は、各月二回締めの二回払いであり、時間給2，200円以上のバニーガー
ルと時間給1，800円以上のワンピース姿となっており、基本的に両者ともウエイトレスとして
登録されている。勤務シフトは各自の白乙申告であるが、ほとんどの場合勤務時間を削ら
れることはなく増やされる方が多 L、。 ドリンクに関する割り戻L金は、単価(700'"1.000円)の
20%である。また、指名を獲得した際の割り戻しは各セヅ卜における売上金額の3%とな
っている。奨励金として、半月毎の締めの期間中勤務時間が50時間を超過したものに対して
10，000円が支給される。
1998年9月から10月にかけての一ヶ月間の収入を見ると、 20万円"'25万円の収入を得ている
ものが15人 22.4%と最も多〈、 10万円'"15万円が14人、 15万円"'20万円が12人とわずかの
差で続いている。中には40万円以上の高収入を得ているものが3名おり、最高額はおよそ6
0万円であった。勿論このような高額の収入を得るためには毎日皆勤し、問庖から問庖まで
勤めなければならないことは言うまでもな L、。
参考例
①毎日勤務しているパニーガールの場合
〈ニーガール時間給 2，500円 x7時間/日
100時間以上の勤務に対する奨励金 20，000円
ドリンク及び指名に対する割り戻し金 60，000円
合計 605，000円
②毎週末だけ勤務しているワンピース・ウェイトレスの場合
ワンピース時開始1，8∞円 x7時間/日 x9日/月=113，400円
ドリンク及び指名に対する割り皮し金 10，000円
合計 123，400円
③コンビニ等で働いている平均的女子大生の場合
時間給 750x 5時間/日 x15日/月二 56，250円
= 525，000円/月x 30日
下宿として使用しているアパートやマンションの家賃を見ると、 43人中およそ半数の2人
が5万円"'10万円となっている。 10万円以上のマンションに住むケースも多 <10人、 5万円以
下の場合も 1名を数えている。しかし、家賃5万円以下の場合でも、全員が4万円台となって
いた。学生達に人気のあるワンルーム・マンションの京都市部における平均的家賃は、こ
こ数年末低下の傾向にあり、共益費などを含めても5万円前後の範囲に集中していることを
考えると、平均値を相当上回っているといえるだろう。
一ヶ月の家賃
(人j%)
5万円以下 I 1 : 25.6 
5 '" 10万円]~ j~ ~ ~ J~ ~}~~ 
10 '" 15万円 1_!9 _ J_.?~} 
15万円以上 I 0 : 0.0 
最近一ヶ月の収入
(人jO!I。)
5万円以下 I 2 : 3.0 
5 '" 10万円]~ ~ j ~ ~ J ~ ~Ö~4 
10 '" 15万円 I 14 : 20.9 
15 '" 20万円 I 12 : 17.9 
20 '" 25万円 1_ _!9 _ _ ~_ .?:.4 
25 '" 30万円 I 6 : 9.0 
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収入の主な使途は「食費・家賃などの生活費の補助j が59.7%と最も多〈、 「衣類・装
飾品などの消費財の購入J r遊興・飲食費j が過半数を超えて続いている。大学や専門学
校において、各種資格の取得講座に人気があるように「学費・習い事・各種免許取得費
用Jが選択されているのは、学生の問にダブル・スクールが支持を待ていることを考える
と2え明が容易となるだろう。
「書籍購入や映晶コンサートなどの教養娯楽」や「旅行資金としてJが退ばれたのは、
より快適な生活を実現させ、ワンランク上の生活を充実させるための手段として、効率の
良い水商売のアルノ〈イトを選んだ当然の結果といえるだろう。
また一方では r~守未設計のためj を選択をしえものも 38.8% と多〈、金銭的に自由の利
〈問に、今後どのような形にでも使途変更の可能な貯金を選んだということになる。
(自由選択)
(人/%)
特未設計のために貯金 I 26 : 38.8 
食費・家賃などの生活費の補助 J _ _ ~9 _ :_59.: ~ 
学費・習い事・各種免許取得費用 I 32 : 47.8 
旅行資金として I 23 : 34.3 
衣類・装飾品などの消費財の購入 I 38 : 56.7 
遊興・飲食費として I 35 : 52.2 
書籍購入や映晶コンサートなどの教養・娯楽 J_ _~? _ _ :_4_l.:~ 
その他 I 14 : 20.9 
収入の主な使い道
を選んだ動機
なぜ、アルバイトの対象として「水商売j を選択したのか、その動機を問 L、てみると、
[時間給がよいJ76.1%、 「風俗庄でないJ71.6%、 「勤務時間が自由になるJ67.2%と圧
倒的に支持されており、 [社会勉強ができるJが52.2%で続いている。以外ともいえるの
は「禄々な出会いが期待できるからJ rお酒や話が好きだからj とか「以前からこの世界
に興味があったJはあまり支持されておらず、 「華やかなところが好きだからJに至って
は4.5%と全〈賛同を待ていない。また、 「楽だからJU:28.4%の支持を待ているが、 f最
初から、そんなに楽して儲けられるとは思っていなかったj という声が多〈聞かれた。
「水商売j5. 
(自由選択)
(人/%)
時間給がよい I 51 : 76.1 
勤務時間が自由になる [~~ 4~ ~ ~ J ~~? ~~ 
以前からこの世界に興味があった I 7 : 10.4 
お酒や話が好きだから I 8 : 11.9 
華やかなところが好きだから ~ [~~ ~ ~ ~ ~ J ~ ~ ~~~ 
楽だから I 19 : 28.4 
「風俗庖j でないから [~4f~Jj!~~ 
禄々な出会いが期待できるから I 13 : 19.4 
社会勉強ができるから [~~~ ~ ~ Jj?~~ 
その他 I 13 : 19.4 
を選んだ理由「水商売」アルバイトの対象として
若者によって発信される情報や価値観が大きなトレンドを創出し、従求からの倫理観や
規範、制約などの垣根を低〈且つ唆味にしていることは確かなことだろう。しかし、水商
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売の世界でアルバイトをすることについて、偏見や抵抗惑が依然として存在していること
もまた確かなことである。ところが、このような状況を見ると、水商売に対する偏見や抵
抗感といった言葉は「金銭的魅力の前に形骸北されてしまったJといっても過言ではない
だろう。 r時間給がよいJ r勤務時間が自由になるJ r風俗でな Lリアル"イトなら、そ
の服装が私服であっても、制服であっても、 j家夜の勤務であっても、はたまたパニーガー
ルであっても、さほど重大な障壁にはならないということである。
fニーガール及びワンピースウエイトレスの住居属f生
13 : 56.5 
ワンピース
10 : 43.5 21 : 47.7 
(人/%)
ワンピース E
23 : 52.3 
本調査を開始するまでは、水商売の世界にえを踏み入れる動機を以下のように推論して
いた。
①求人情報を知る媒体として、誹にも長ロられずに情報を入手できる求人誌に頼ること
は、最も賢明で、簡単便利な方策である。
②パニーガール姿になることは、魅力的な高収入を約求されてはいるが、 i主恥心や嫌
悪感の方が強〈、ワンピース姿の方が圧倒的に多いだろう。
③帰宅時間は深夜から早朝になるため、実家では制約が多〈門限などのない下宿でな
ければならないだろう。
④酒が好きで、話が好きで華やかな世界に憧れをもっているならば、一石二鳥である。
⑤何らかの理由で、短期間に大きな収入を得なければならなくなった。
しかし、予想は幾つかの場面で大きく間違っていfこ。
①今や求人情報誌は学生必携の書となっていることを考えると、 49.3%という数字
は妥当と考えられる。
②パニーガール、ワンピースの構成比率!:J:34対33とほとんど同率である。また、パニ
ーガールの方が元気良〈同歩している印象を受ける。ヘ庖後、服装をワンピースか
らパニーガールヘ変更するケースは散見するが、パニーからワンピースになる場合
は皆無である。
③確かに下宿しているものが65.7%と多いが、親と一緒に住んでいる場合でも深夜
の帰宅に支障を訴える場合は全〈といってよいほど聞くことはな L、。親と同居の場
合で12時までに退庖するケースは23人中3人である。
④ 「お酒や話が好きだからJ11.9%、 「華やかなところが好きだからJ4.5%と、 支
持を受けていない。
⑤面接や補充調査の際に聞き取った入庖理由の中に、 「訪問販売で高額な羽毛布団を
買わされたj とか「キャッチセールスで英会話教材を購入してしまったJ rむだ毛
処理などの美容整形をしたJとL汁理由により、短期間での返済を迫られているも
のが合計4件を数えたが、それらも調査時点ではすでに完済されていた。他に「男
に金がL、る j というケースも 2件あった。
入庖の動機は何ですか
(人/%)
友人に勧められて I 24 : 35.8 
求人雑誌を見て J _ _ ~? _ : ~~} 
自分で見つけた I 4 : 6.0 
その他 I 6 : 9.0 
入庄の動機として[友人に勧められてj が多いのに気がつくだろう。当該庖では、新人
の勧誘システムとして、友人を紹介し入庖させると報奨金として5，000円を獲得する事ができ
る。しかし、報奨金が目当てで勧誘するものは少なし率直に「アルバイト Jとして勧誘
しており、逆に友人の方から紹介を依頼される場合も多く見られた。その際の勧誘方法と
して大切なことは、無駄な修飾語を捨て、単刀直入に「水商売で働くことが、いかに効率
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的で魅力あるアルバイトなのかj ということを「金銭的な魅力を前面に押し出してJ説明
することであるという。そうすることにより、たやすく他のアルバイトと比較検討が出末、
納得し理解してくれることになる。勿論、友人側にも「水商売で働くことに偏見や抵抗感
を持っていな Lりとかり家夜の勤務に耐えられる環境が整えられている j などの条件が揃
っていることはいうまでもな L、。景気イ&迷に伴う不;足下において、時間表台800円のアルバイ
トを捜すことさえ困難な状況であることを十分に承知している友人に、 「水商売j のアル
バイトは、簡単にその数倍の金額を得ることができる、非常に効率の良L、ァルノ〈イトであ
るという感覚を植え付けることができれば、勧誘することは何ら困難ではないということ
になる。もう一つの重要なポイントは、たとえ水商売であっても風俗庖でないことである O
L、かに効率が良〈、魅力的な高収入が待られるとしても、客の横に座り、体に接触される
ならば、そういった魅力も消し飛んでしまうことになる。彼女たちの中には、極端なほど
に体に触れられることを嫌うケースが多 L、。手を握られることに始まり、腕や肩・背中を
酔客に触られることは、何事にも代え難い嫌悪惑を感じるという。まずは、身を守ること
が肝心ということである。その場合、客との伺にカウンターがあるということは、防波堤
の役目を果たす必需品ということになる。
端的に言うと、彼女えちは風俗庄ではない「水商売j を「座って仕事ができ、ぉ;西を飲
んで、美味しいものを食べ、効率よく高収入を得られる楽な仕事j と割り切って捉えてい
ることになる口
入志の動機として、街を歩いていて「自分で見つけえJケースも幾人かいるように、
「水商売Jに対する偏見や抵抗感は消滅してしまったか、あっても非常に希薄なものにな
ってしまったといえるのではないだろうか。 1足在、多くの大学や専門学校においては子ま
しくないアルバイト j として指摘を受けている 7](商売ではあるが、学生i主のアルバイト事
情を考えてみると、益々偏見がなくなり、アルバイトの一種目として認かされ、喫茶庖や
コンビニ、ファーストフード庖と同様の気楽さで扱われているといえるだろう。
1999年春期の募集は、新学期でもあり口コミでの紹介を期待することは困難を伴うと考え、
4月初旬から5月下旬にかけて求人情報誌数誌に求人広告の掲載を試みえ。掲載締め切り日の
5月30日現在の応募者及び採用状況は、 48名の学生と30名のフリーターの合計78名の応募が
あり、学生31名とフリーター13名の採用となっている。
1999年春期募集及び採用状況 (4月4日'"-5月30日)
(人)
学生 フリーター
採用 31 13 
ーーー・~ - - -ーー ー四ーーーーーーーーーー
キ採不本ャ用採決ン辞用セ定退ル
5 2 
ーーー司ーーー圃ー ーーーーーーーーーーーー
7 6 
ー』咽・ー・世直瞳ーー ーーーーーーーーーーーー
3 5 
申噛陣ー・・ーー圃ーー ーーーーーーーーーーー，
2 4 
応募数 48 30 
6.彼女たちの親子関係は
「水商売j でアルバイトしていることを「親には知られたくな Lリと思っているものは
「知られても構わな Lりを大きく上回っているのは、彼女たちの意識の中に、いかに効果
的なアルバイトとは言え、水商売に対する釈然、としない気持ちが残っているからではない
だろうか。
今まで、水商売で働〈動械を析出する手段として、水商売は日陰の商売だから、親には
隠れて、内緒で働くなど、後ろめたさを感じながら、親や友人には長ロられないように仕事
をするという否定的なi命法がよく用 L、られて求た。周囲に、後ろめたさを感じながらアル
バイトをするならば、親に知られた時点で辞めなければならなくなるだろう。また、 i 7](
商売でアルバイトしているj ことを「親が矢口らな L、J52人のうち80%のものが、親にはず
っと「長ロられたくな Lりと思っているにも関わらず、 [親に知られたらアルバイトをやめ
るJ53.8%、 「親に知られてもアルバイトはやめないJ42.3%と数字の上では捨抗してい
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る。親に長ロられても、それを押し切って続ける程に魅力ある仕事と言うことになる。前段
で述べたように「金銭的な魅力j だけで説明が肴 L、てしまうのだろうか。
しかし、このような手法を駆使することは、今の若者を語る際には時代遅れになってし
まったと言わざるを得な L、。 iなぜ親には内緒にするのかj の理由を聞いたところ、内緒
にすることで生じる「何かしら感じる後ろめたさ j という感覚は全〈姿を消し、知らせる
ことが「邪魔くさ Lりとか「なんで、いちいち、親にいわなければならないのかj、 「別
に、親にとやかくいう必要はないJ i管陶しいj といった答えが返ってきた。ニれらの背
景には、親とコミニュケーションを持つことを「煩わしく思っているj のであり、コミュ
ニケーションを取ること自体「邪魔くさ Lリということである。また、親の方も「何か変
だ」と気付L、ていても、切り出す機会を積極的に持とうとせず、事実を矢ロることを忌避し、
そのままに放置している場合も多 L、。 i水商売でアルバイト j することを、親が矢口ってい
る15件の場合でも、その半数の親は「あきらめているj のであり、 「賛成している」親もい
る。 i反対している」親は、 l名だけである。たとえ親に反対されても、子どもは内緒で続
けている場合も想定されるから、反対する意味がないということにもなる。父親は反対し
ているが、母親がうまく取り縫ってくれている場合も多く見られる。
i 1]¥.商売j でアルバイトしていることを、あなたの親は知っていますか
知っている
あきらめている
賛成している
反対している
長ロらな L、
失ロられても構わない
知られたくない
親に知られたら
やめる
やめない
わからない
込必)
15 : 22.4 
8 ; 533 
6 : 400 
l: 61 
52 ~ 7.6 
10 : 19.2 
42 I 808 
28 I 538 
22 : 423 
2: 38 
面イ妾の結果4ネ用され、出動するまでの数日間に採用を辞退するケースがある。その口実
の中で「親が反対したからJというものは一年の問に2件だけであり、 「彼が反対している
からj という理由が多く、今では「貌よりも男友達j の言うことを悶〈ょうである。
アルバイトで帰宅が遅くなったり、外泊しても f友人の家に行っていたJとか「友人の
ところで泊まったJと親をごまかしたのは昔の話。今日では Iわざわざ弁解する必要もな
L、JL i弁解しようとも忠わな Lりのであり、 「何か言うと、よ t¥，、にややこしくなる」
と言うことである。これらの言動は、親子関係の遊離を証明しているのだろうか、個人化
の進行したj犬態を顕わしているのだろうか。 i生まれた〈て生まれてきたのではないj や
「もっと{憂雅な生活をするために、アルバイトをする」、 「アルバイトがだめなら、それ
に見合うだけの小遣L、を出せJと言われ困惑する親の姿が浮かんでくる。親の方も「アル
バイトしてくれるなら、小遣いを渡さなくて済むJとか「経済的に独立してくれて、楽に
なるJといった意見を持っている場合も聞かれた。上記のような状況を考えると、子想以
上に家族内での親子関係は希薄化し、親子の離反は逆行しているのではないだろうか。
7.男性に対する印象と結婚観
i 1j<..商売」で働いてみて男性に対する印象は「変わった」が37人、 「変わらないJU:30人
となっており、男性観が変わっえものが少し多くなっている。
同時に、未庄する男性に対する印象は「男なんて単純な動物だJ i他に楽しみはないの
かJ i男は誹でも助平だJ iあれこれ、 しつこいJ i説教ばかりして竜彦陶しいJ i何を考
えているのか分からな Lリ 「話の内容が陳腐で無知J と辛味である。
で働いてみて男f生に対する印象は変わったb
」ムか)
14 : 20.9 
23 --:-34~3 
30 : 4.8 
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「水商売j
????? ? ? ? ?? ? ? ??? ? ?? ? 、 「
?、
?
( 3つ以内で選択)
(人/%)
男なんて単純な動物だ I 23 : 34.3 
何を考えているのか分からない ~ [j~ ~ ~ I ~~~4 
中年の親父は疲れていてかわいそう I 5 : 7.5 
男の方が女よりも優しい J 4 J 64 
男は誰でも助平だ 1_ _!~ _ _ :f9:.~ 
家庭を放っておいて気楽だ I 4 : 6.0 
愚痴ばかりこぼしている [~j ~ ~ J~ }Þ~4 
酒の勢いをかりてしか威勢がよくない I 3 : 4.5 
とにかく礼儀を知らない ! 6 ) 90 
ー話_O]_~_容:1):喚費支発予?ー・・ーーーーーーーーーーーーー しー 13 :喧 19.4ー
夢みたいな話ばかりしている I 4 : 6.4 
化に楽しみはないのか L_~!__~_~J} 
あれこれ、 しつこい I 17 : 25.4 
虚実のs.)}IJがついていない [ ~ j ~ ~ J ~ }~~ 
自慢話や内輪話しか話題がない I 4 : 6.0 
琢や家族の悪口をいう | 3 ] 45 
説教ばかりして管陶しい I 16 : 23.9 
求庖する男性に対する印象
彼女/こちの描〈理想の結婚や家族像は、 25歳---28歳の時に30成位の年齢で、 30万円"-'40万
円の月収のある男性と恋愛をして、男の子l人女の子1人をもうけ、郊外の一戸建てに住むこ
ととなって L、る。
入庖時の年齢と結婚希笠年齢
(人)
18: 19 : 20: 21 : 22: 23: 24: 25: 26: 27: 28: 29: 30: 31 : 32: 33: 34: 35 : -
^広_~_り-手;検:-l-eJl3JJ3J29JJJ-LLi--;-1-1-EL--i-EL--i'ー !:!i~貯皇子役_l__~__~_L:・__:_ _ _:_ _~ ~ _ ~ ~!~ l_ ~ ~ _7 _:J~ _:_4_:)_0_ ~ _ー~ _ _l_ _ ~ _ _ ~ _l:_
結婚相手の年齢 l: : : : ; ;l:7;o;7:916114J5:8:2J2J4:2 
ましい子供の組み合わせ
(人)
男の子l人 I 1 
女の子l人 I 5 
男l人女l人 I32 
男の子2人 I 0 
女の子2人 I 3 
芳2人女l人 I5 
男1人女2人 I7 
男2人女2人 I3 
その他 I 3 
いらない I 8 
主主企島相手の月収
(人)
20万円以下i2l
20---25 I 2 
25---30 I 8 
30---35 I 13 
35---40 I 12 
40---45 I 9 
45---50 I 7 
50万円以上I14 
結婚後何処に住みたいか
マンンョン
一戸建て
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8 まとめ
主だった家族の機能を見てみると、 f生命再生産機能Jと「情緒機能j が考えられる。
これらは、人類の本能的に持ち合わせた機能であり、新しい生命を誕生させる機能と維持
継続に不苛欠な人格形成の機能である。少し以前まで、家族は生産の単位であり、子ども
は小さな大人として大切な労働力であった。家庭が労働の場となっても、日常生活の大部
分を共有し、お互いに体温を感じながら同じ空間で生活していた。そして、近隣と深〈結
ばれた社会に属していた。現在では、都市部はいうに及ばず農村部においても消費財の購
入が容易になり、たやす(市場からサービスを購入でき、幾多の利{史的生活を獲得した反
面、濃密な人間関係を放棄してしまった。家族は、もはや「生産や労働の単位j ではなく
なり、ただの「空間を共有する単位j となり、その働きを大きく変質させ家族の個人化に
拍車がかかっているといえるだろう。
近年の生化学の進歩は著しく、家族の有する本能的機能をも揺るがす大きな変化が起こ
っている。 r代理出産J rクローンJ r精子売買J r試験管べイビィー」などがそれであ
る。これらの事象は、家族の「生命再生産機能上に依存しなくても「生命の再生産j が可
能になったことを意味している。
家族の「生命再生産機能」を重視しなくなって求た反面「情緒的側面j が重視されて求
るのだろうか。確かに配偶者選択においても経済力がある人物よりも 「信頼できる人j が
良いという、恋愛感情とでも言える局面に重心を移行させ、家庭にお L、ても「心の安らさ引
を得るj というような「愛情逃れる夫婦・親子関係Jが肯定されるようになって求た。ま
fニ、離婚経験を意味する「パツいちj という言葉が認知され、結婚生活という愛情逃れる
関係が喪失しても、新たな愛情の創出を積極的に期待するなど、離婚や再婚を阻害する障
害が少なくなってきていることも事実である。しかし「情緒的側面」が強〈肯定されるこ
とと、堤実に家族の「情緒的側面j が強固になっていることとは同義ではなく、 i乏に弱体
ィιしているように見える。
このように、家族成能の低下による個人化を突き詰めていくと、 「家族を持たないでも、
個人として生活できるj ことになり、家族の解消に行き肴 L、てしまう。もしも、家族の諸
機能を放棄することで個人の生涯を設計するならば、その崩壊は短時間で達成されるであ
ろう。青井和夫氏が『家族とは何か~ 11の中で提唱した第三のシナリオで、家族は非常に
多様化し、核家族が核分裂を起こして個人に解体するという「核家族解体論Jがそれであ
る。野々山久也氏は「家族新時代への胎動Jω において f家族を営むという行動が、あた
かも個人が服装や髪型や趣味などについてそれぞれの好みのうイフスタイルを選択すると
きのようなライフスタイルとして選択しうるJ rライフスタイルとしての家族Jを提起し
てL、る。
家族内での個人化が進行し、個の独立が促進された結果、家族員同相互の空間を共有す
る局面が少なくなり、体;孟を感じることがなくなっているつ 「邪魔くさ L、J とか「響陶し
いj に代表される、あまりにも疎遠な連帯性は「有機的結合体としての家族は、もはやそ
の存続価値を失ってしまった」と言っても過言ではないだろう。最小単位としての夫婦、
親子や兄弟の存在理由は、養育や扶養が義務とされる期間には意味を持ち得る t:"ろう。し
かし、その他の期間においては、いかなるものもその接肴剤としての役割を放棄し、忌避
しているように見え「家族崩壊Jの瀬戸際に主たされているのではないだろうか。
家族成員間の伴は、 3里f生的結求よりも、愛情であれ憎悪であれ、感・情的なしがらみで強
(結ばれることから始まると考えて来た。しかし、彼女たちが発する「虚しい惰性Jとで
も言える情動は、何を持って理由づければよいのだろうか。以前、 「家族という同じ空間
を共有すること」や「情緒機能を高め家族倫理を妹生させるj ことで「一家回準j を復活
させることを提案したが、既に恢復不可能なところまで求てしまった感がある。
たとえ、空間を全〈共有できないと仮定しても、 DNAが引き継がれる限り生物学的な
家族であり続けることは可能だろう。しかし、それでも家族と言えるのだろうか。
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(1) 青井和夫 『家族とは何か』 講談社現代新書 1974 186-187頁
(2) 野々山久也 「家族新時代への胎動一家族社会学のパラダイム転換にむけてJ
野々山久也、袖井孝子、篠崎正美 編著『いま家族に何が起こっているか』
ミネルヴァ書房 1996 294頁
【今回の調査と過去の調査との共通資料】
高津、岡本共同論文 「高齢社会を迎えた家族の変容J-大学生の結婚観ー
中久郎編 『現代家族の変貌』ー国際比較による総合的研究一
龍谷大学地域総合研究所業書 3 行路社 1997 163-178頁
1994年調査における女子学生部分
(人)
:阪局-VH被bhF調E主荘査貧蚕義学1;予暴校空元言ー名尋→門;学; -21-02784 6 8 29--ーー 喧ー『ーーー『 ーー
大 校
」 合計 624 
拙稿 「学生の望む結婚観と家族像J (j'龍谷大学社会学論集』 第 18号
龍谷大学社会学会 1998 143-159頁
1996年調査における女子学生部分
被調査学校名 (人)
申ー ー
ー ー
'ー ー
ー ー
由ー ー
ー ー 2 ー ー
『ー ー
-- ー
合計 891 
実家の家族形態
今回の調査 1996年調査 1994年調査
ーー重島主核そ茎会家族j1主他t三b位主的季聖両百書賞-帯X1-亘 51bo 16bτ172o2bo7 o b3 -62416582-7162-98601-O 2 1 2 5 司ー・ aーー :.ー 'ー ーー，ー .ーーーーーーーー 'ー  ーーーーーー
主の ~~ :tCI-tT?帯量普ー ---ーー τー ーー ー 2-: 四ー----T駒ーー ・ーーI u. ーー -ー^  -，-・ーー '3-~ 駒場ー ーーーーー -T-ーーーーー
I u. 
無号答 1人 0人
有国答数 66 891 
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結婚相手の役割期待 ( 3つ以内で選択)
(人/%)
今回の調査 1996年調査 1994年調査
___?~_~_H~Q_ 
-421号9674718::14310号2二T9 2-
l・25号107 4 4 7 9 2 秀三るき箆孟に孟生三要ラき盃葦る支亙--
ー ，ーBー -ー -
---26-:-4Õ~ ー -j- ーー
'ーーー-'1-ーーー ---;:;;^...~- ーー
会AT:._ I 't. --rE-. --
32121γ6 A 1 3 1 1 
ー 司ー・E ーー 『ーー ーー ーー ーー ーー ー ーーー サー由 ーー -ーt--=;::-;::-
a a 
--------------------ー ーー 皿-ー ーー ーー ーー ーー ーーー ・・+ー -ー ー -- +ー輔自 .ー ー ー ー+ーーー
a 
-ー ーー ーー ーー --ー ーー ーー ・ー・ー ー ___';'~_，J.四ー- ー
5Ai16-603I34 6 6 0 : 
t 
-ー 『ー晴也』ー ----ー ーー ーー ーー ーー -----一- .ー ー
6 5 
z 
ー _L_ 二-， ー 骨申ー ・ーー ーー -ー--唱ー 』ー ーー 申__!:'!:'_J_ ニー _ー!:'!:'!:'_L_::':::;_
にいる
喝ー事 _1- ニ . ー ーー，ー . ーー ー _i_'=:":::'!..._
-ー ・ー・ー 由ー ーー 岬ー ーー -ー --n-j-ーーー ー -j-ーー"
‘- I v. 無回答 2人 0人 0人
一主劫旦答数 65 891 624 
結婚の利点 ( 3つ以内で選択)
(人/%)
今回の調査 1996年調査 1994年調査
ーーー ーBー ー- -f26-2u3893683 2-t1328-567 1 6 8 S----' --司
ーーー ，ーa.ー .ー ー ー -ー3E ー ・---
ーーー '1-- .ー ー
-A21B82-065 6 95278 0 5 1 
27S45. 1 
I uU. 
17370. 9ーー-:..:.-.，- ーー ー -T- .ー ー
I L::J. 
一一-32d2一7:-一s3T-3 6i -l 
ーーー 守ーー .ー ー ー -'t--=- ー
' 
一一σ目一ー---.:.-~-ー- ー -ーー -...--~: ー ー
' 」
無回答 2人 0人 0人
有効回答数 65 891 624 
結婚の不利益 ( 3つ以内で選択)
今回の調査 1996年調査 1994年ム調ム査i主
-ー 際なる 員金白減できないつ 2 つ。;3 . . 3 2 2 2 167; 4 9.0 6 6 7 3 0 2 76210 4 6 7La46f036 E 5 6 6 7 9 ーだ三丈-~主 一一一一一ーーーぜ ~t~1~~~-l--~~~-t-4~:.~-t--?~~-t
--ーう :!:i!~!:l::il!:i:ii~l:l::!;l:f リ~ -t -t~ -t -H~ .3I 117; --320:す 46~2一_.. --一A一4Õ一:~:~~~ð:f==1~~=~=~ð~ð
ーーー2 8 8 43. 。1 255 ， 29. 。3 0 8 3 0.2 
-6o-:僻A目。0:.O-ー 3-7o0-:.-462:.ーーー2-12-7LJIf:~9
無号答 2人 13人 5人
有回答数 65 I 878 I 619 
離婚について
今回の調査 1996年調査 1994年調査
-ーf開且T璽32旦量のも9結的fあ也主福iが是ご捧l錆主轟LF埼方牲た層生主に1活2な~!玉最はる司早Zb玄のtiJで〈ミL 解麗璽消婚挿賓方I力言示しt望量す者た方亙孟友がしきよいない -41-627γ:62-7283 0 7 A 6 3E58T4a2-713248095f9 7 7 0 6 1 263 : 42.2 6Y75; ーーー Eー' ・ -ー ・ ー ーsBー --- --m -，' e・ . ーーI 1. 
-762-r-766E8 3 -
・・・ー I‘ - ・ ー
そーー 3のて亙で Tま重量で 詞べ どーLく、 2: 。5 0 572。1! • ー-- -r''・ー :ー ー。I 1. ーー ーー -T -ー ， ー目ーー -T--=:'=-申ーー -r'・ー 田 昌' I u. I u. 
無回答 0人 3人 1人
有効回答数 67 888 623 
148 
家庭に求めるもの ( 2つ以内で選択)
(人/覧)
| 今回の調査 I1916年調査 I1994年調査|
一:;E親子そ6t?の供6号世蚕主他を6活言窒語言弱Fをt蚕勇す貫主得:る主1こ6三;と主l主i 431758 61J・751625J0 9 3 7 59786-8o631;6 8号-6B87360 q56 83A8U6707:-671-6  f1---ー Eーー ー  。9
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肯定できるライフ・スタイん (自由選択)
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結婚後の親との同居・別居について
(人/%)
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